
「岩手×横須賀 友情の架け橋ミッションについて」 

～Ingress 活用自治体による全国初の試み～ 

平成 27 年 5 月 19 日 

 

このたび、Ingress(※別記参照)の活用を進める岩手県（岩手県庁ゲームノミクス研究会）

と、神奈川県横須賀市（観光企画課）とが、全国初の広域連携を実践します。 

来る 6 月 20 日に Google が実施する公式イベント「Persepolis（ペルセポリス）」の東

北地域での開催を記念し、同ゲーム内のミッション機能を利用して「岩手×横須賀 友情の

架け橋ミッション」を実装します。 

このミッションは、双方にゆかりの深い先人、米内光政にちなんだポータル(※別記参照)

を巡るものです。 

 

１ 概要 

岩手県（達増拓也知事）と神奈川県横須賀市（吉田雄人市長）が協力して、Ingress の

ゲーム内にミッション（ゲーム内スタンプラリー）をリリースする。 

 

２ 目的 

これまでに例を見ない長距離を結ぶミッションを実験的に作成し、Ingress を地域活性

化等に活用している自治体同士の連携の有効性や、長距離ミッションそのものの魅力の度

合い等を測定し、今後の活動に資する。 

 

３ ミッション名 

横須賀市において作成するミッション  

「（YKSK）岩手×横須賀 友情の架け橋ミッション」 

岩手県において作成するミッション 

「岩手×横須賀 友情の架け橋ミッション（県庁ゲーム研提供）」 

 

４ 使用するポータル（両ミッションとも共通） 

① 米内光政銅像（岩手県盛岡市 八幡宮境内） 

② 米内光政居住地跡（〃 八幡町通称八幡宮通り沿い） 

③ 横須賀地方総監部田戸台分庁舎（神奈川県横須賀市田戸台） 

④ 料亭小松（〃 米が浜通り 2 丁目） 

⑤ 旧海軍下士官集会所跡（〃 ドブ板通り付近） 

⑥ 海軍の碑（〃 ヴェルニー公園内） 

 

５ ミッションの特徴 

どちらの地域からでもスタートできます。１往復すれば２つのミッション遂行実績が得

られ、横須賀市においてデザインした特製のミッションメダル（ゲーム内アイテム）がも

らえます。 
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６ ミッションのテーマ 

  「米内光政ゆかりの地を巡ろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ オリジナルの特典 

いずれかのミッションをクリアし、メダルをもらったプレイヤーには、各自治体のオリ

ジナル特典を差し上げます。（ただし無くなり次第終了します。） 

【岩手県】 

岩手県庁ゲームノミクス研究会特製の Ingress ペン 

【横須賀市】 

 横須賀市特製の Ingress ステッカー 

 

 

 

 

 

【別記】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

米内光政（1880-1948） 

岩手県出身の米内光政は、旧日本海軍の軍人。太平洋戦争開戦直前の 1940年 1月～7月に内

閣総理大臣として開戦に反対し、また戦争末期の 1944 年 7月からは最後の海軍大臣としてポツ

ダム宣言の受諾による早期の終戦に尽力した人物。 

若かりし頃、横須賀市にあった海軍砲術学校で山本五十六とともに教鞭を取っていました。

横須賀市内で現在も営業している料亭小松には、かつて米内光政と山本五十六がよく酒を飲ん

でいたという記録が残っています。 

岩手で生まれ、横須賀で活躍し、そしてまた岩手で眠りについた米内光政に想いを馳せる長

距離ミッションです。 

 

１ Ingress について 

 Ingress（イングレス）は Google の社内スタータップ Niantic Labs が提供する無料のスマホ

等向けゲームアプリ。 

プレイヤーは青又は緑のいずれかの陣営に属し、「ポータル」と呼ばれるスポットを占拠して自

陣のエリアを拡大していく。ポータルは現実の世界における名所旧跡等が登録される。大きな特徴

として、ゲームを進めるためにはポータルのすぐそばまで赴いて端末を操作する必要がある、とい

うことがあり、そのため「外に連れ出すゲーム」とも言われる。 

全世界共通で遊ばれ、ダウンロード数は 1,000 万人以上と報告されている。 

国内での人気も高く、Google が開催する公式イベントには、大規模なもので毎回 5,000 人以

上が参加している。 

 

２ Persepolis（ペルセポリス）について 

 Goolge が全世界共通で定期的に開催している、Ingress の世界観を具現化する公式イベントの

ひとつ。平成 27 年 6 月 20 日に世界 12 地域で開催するとアナウンスされている。そのひとつが

日本の「東北地域」となっており、仙台市をメイン会場として実施される見込み。数千人が参加す

るとの予測がある。 

【この件に関するお問合せ先】 

岩手県 秘書広報室調査監  019-629-5501（保 たもつ） 

横須賀市 経済部観光企画課 046-822-8124（古崎 ふるさき）（矢部 やべ） 
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【参考】ミッションに使用するポータルの画像 

 

  

米内光政像               米内光政居住地跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

横須賀市内のポータル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミッションメダル 

 

 

 

 

 

 

 

岩手→横須賀        横須賀→岩手 
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